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１．ＣｏｍｅｔＥａｒｔｈ（コメットアース）技術について  

 
 

株式会社スタイリッシュアーツが保有するＣｏｍｅｔＥａｒｔｈ技術「略称：ＣＥ」とは、

特徴点を検索照合し画像を特定する従来の形式とは全く異なる空間認識技術です。 

空間認識に最重要となる対象の認識速度を極限まで高める発想により、リアルタイムでの

処理が可能となりました。携帯端末（ウェアラブル）やクラウドなどへ最適の技術です。 

高認識率はそのままにネットワーク上でも高速な認識判定が可能な画期的技術です。 

 
 
□ 研究の始まり 
 
平成２５年、印刷物（特殊印刷物）の赤外線による読取判別に変わる技術を求められたことにより、現在

の株式会社スタイリッシュアーツ代表の片岡忠久により空間を特殊配列のコードに変換する発案がなされ、

ＰＣ、タブレット、スマートホン等で実現できることが立証されました。  
 
 
□ 技術の確立のための宣誓認証（他に類を見ない技術の立証） 
 
技術実現が立証された後、半年間の更なる認識速度と精度改善の研究開発を経て本技術に新たな分野確立

の可能性を見出し、平成２６年６月６日に公式文書（保有技術）としての宣誓認証を取得しました。 

 

※以上の研究開発は、現在の株式会社スタイリッシュアーツの前身となるベンチャープロジェクトチーム

（長岡技術科学大学、長岡大学出身メンバーによる）Stylish Art's として研究開発を進めてきました。 
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２．ビジネスモデルについて  

 
これまでと全く異なる切り口で、新たなサービスを提供することができるＣＥ技術において以下のようなビジネスモ

デルを立ち上げ経営を進めています。 

 

□ 機器製造、製品販売などを主としているＩｏＴ企業（ロボット産業含む）向けモデル（ＣＥ回路の販売） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

超高速空間認識回路 

（ＣＥ回路の販売） 

プロジェクト ウェアラブルなどの機器製品販売企業 

販売・導入対象 

ロボット開発系企業（カメラの瞳処理） 

販売・導入対象 

ロットオーダーＯＥＭ契約 

売上回収方法 

技術提供・共同開発契約 

売上回収方法 

 
□ ソフトウェア系サービスの提供を主として行っているＩＴ企業向けモデル（ＣＥライブラリの販売・活用） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

ＡＰＰ、ＡＰＩ、ＤＬＬ 

（ＣＥライブラリ販売） 

ＩＴ、ソフトウェア開発企業 プロジェクト

販売・導入対象 

スマートホン、タブレット利用者 

販売・導入対象 

技術組込のＯＥＭ契約 

売上回収方法 

利用者の課金による回収 

売上回収方法 

経営安定、リスクマジネメントの観点から弊社独自のアプリ販売・組込業務も行っています。 
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３．事業計画の推移について  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画の現在位置 ▼ 技術発案（平成２４年） 

・ＣＥ技術の確立 

  精度の向上 

  実用性実証 

・技術認証の取得 

  認証取得済 

平成２７年８月、長岡市ものづくり未

来支援補助金への採択決定 

※有識者へのプレゼンにより技術の

有用性を再認識 

・製品の開発 

 ＣＥ回路の製作 

・アプリ開発 

  一般への衆知 
・基礎プログラムの 

 リリース（有料公開）

・公開後随時アップデート 

  売上・収益率の増加 

・組込回路完成 

  製品化開始 
・売上回収（企業向け販売） 

  基礎技術ＯＥＭ販売 

現時点の進行状況より

平成２８年１２月以降

売上回収開始（見込み）

（更新状況により変動）

平成２８年７月中旬

製品完成予定。 

各種イベントへ出展

営業活動本格開始。

ＰＲ強化。 

リーフレット、

特設ＨＰ製作 

メディア公開 

・製品完成 

  販売開始 

平成２８年５月、

事業成果報告会。

イベント出展への

支援相談。 

開発ラインの進行状況と実現可能性や営業活動の

成果は資金状況において大きく変動すため、何卒

ご支援を切実にお願い致します。 

空間拡張現実という

新分野を提唱。 

空間と連動した３Ｄ

モデル投影操作など。

認識ロジックの強化。

人工知能（ＡＩ）型判

定機構部分を強化し

次世代技術へ昇華。 

事業年度（平成）      ２８年                   ２９年                 ３０年 
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４-１．売上予想と売上推移について ※ＩoＴ企業（メーカー）向けビジネスモデル：ＣＥ回路の販売  
 

 ウェアラブル向け空間認識（ＣＥ技術）搭載機器・技術の売上目標（ＣＥ回路のみで月商１,０００万を目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

売上高（万円）

 販売開始   ３ヶ月      ６ヶ月      ９ヶ月      １２ヶ月      １８ヶ月      ２４ヶ月 

75／月 
120／月 150／月

300／月

ソフトウェア製品販売期間（アプリ製品販売期間） 

 
基盤製品（ＣＥ回路）販売期間 

600／月

1,000／月

機器向けＣＥ技術の売上目標 

 

売上確立後の新規事業（新規開発計画） 平成２９年度 開発製作期間 

 

販
売
開
始 

ＡＩ機能付ウェアラブルの開発 

新製品ウェアラブルの試作機

を市場に公開・展示会 

スマートホンへの導入 

開始（広告効果あり） 

ウェアラブル量産パートナー 

企業交渉製造期間（製造系） 

ＣＥ技術の単体販売 

（対開発メーカー） 開始（対メーカー）

回路のＯＥＭ販売

試作機完成 

※ 試作機完成後の１年は、ＣＥ技術の単体販売及びスマートホン等への搭載を行いながら、ＣＥ回路の優位性を展示会などでアナウンスし、

ＯＥＭ販売に向けて尽力します。現在既いくつかある取引先との量産に向けての交渉検討を進め、次世代ウェアラブル機器としての発表を行い

ます。ＣＥ回路のみで月商１,０００万を当初の売上目標とし、スマートホン向けＣＥではその２倍の２,０００万円を月商目標とします。 
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４-２．売上予想と売上推移について ※ＩＴ企業（ソフトウェア系）向けビジネスモデル：ＣＥライブラリの販売・活用  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   １ヶ月   ２ヶ月    ３ヶ月   ４ヶ月   ５ヶ月   ６ヶ月  ７ヶ月  ８ヶ月  ９ヶ月  １０ヶ月 １１ヶ月 １２ヶ月 
 

DL 数 

計 200 

 

平均課金

150 円 

2110.8 
(1055.4)

DL 数 

計 420 

 

平均課金 

150 円 

DL 数 

計 840 

 

平均課金

300 円 

 

課金項目

＋１ 

DL 数 

計 1596 

 

平均課金

300 円 

DL 数 

計 2872 

 

平均課金

300 円 

DL 数 

計 4882 

 

平均課金

450 円 

 

課金項目

＋１ 

DL 数 

計 7811 

 

平均課金

450 円 

DL 数 

計 11716

 

平均課金

450 円 

DL 数 

計 16402

 

平均課金

600 円 

 

課金項目

＋１ 

DL 数 

計 21322

 

平均課金

600 円 

DL 数 

計 25586

 

平均課金

1279.3 
(639.6) 

600 円 

DL 数 

計 28144

 

平均課金

1535.1 
(767.5) 

750 円 

 

課金項目

＋１ 

3 
(1.5) 

6.3 
(3.1) 

25.2 
(12.6) 

47.8 
(23.9) 

86.1 
(43) 

219.6 
(109.8) 

351.4 
(175.7) 

527.2 
(263.6) 

984.1 
(492) 

売上高（万円）

最低基本数及び期待値は、これまでの業務等による

配布アプリ統計の１／５にて堅実に算出。 

■ 予想売上高の１／２（リスク想定値）

■ 分岐点予想売上高 

■ 予想売上高 

一次成長点 

三次成長点・利益率増加

二次成長点・損益分岐点

アプリ配布期間 
 

ＤＬ増加率算出方法（総数に加算） ： ＤＬ総数 × （１．２[増加期待計数] －（０・１[興味低下率] ×（経過月数 － １））） 

平均課金算出方法         ： ３００円[最低課金期待値] × 課金項目数（アップデート追加） × ０．５[予測リスク軽減値] 
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５．取引先実績（技術実績）について  

 

□ ＣＥに関する案件 

 

株式会社タカラトミー、ＤＮＰ（大日本印刷株式会社）関連 「プリパラ」筐体へＣＥ技術（ＤＬＬ）の組込 

 

 これまでの赤外線での読取に変わり、ＣＥでも読取技術を採用、読取率テスト等の企業を経て現在全国の店舗にて 

 設置稼働中です。このほか、関連商品であるカード絵柄とＬＥＤ発光による読取認識の案件を進行中。 

 

 

＜交渉中案件＞ 

 

共同印刷株式会社：自社独自フォントと他のフォントの識別を行い、ＡＲを付加した価値あるサービスの提供。 

株式会社バンダイ：ポケットモンスターや妖怪ウォッチ関連商品へのＣＥの活用を提案中。 

 

読み取りやキャラクター検索のデモンストレーション開発を受注済み。 

 

□ その他の案件 

 

日本精機株式会社 Ｄｅｆｉ企画開発部と機器通信系のアプリ開発（納品済み） 

※アップデートＯＳへの対応など追加案件を受注中です。直接取引を行っています。 

 

その他、多数のシステム開発系案件の実績があります。 
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○○方面交差点です。

右側にお気をつけく

ださい。（音声案内） 

特殊な機材、空間が不要な投影（音声・音波を利用した操作） 

こちらは○○室と

なっております。

ＣＥが創る新分野と方向性 

・街並み標識、店舗空間などの説明の多言語（音声）案内 

・ビッグデータとの連動による補助技術としての福祉利用 

・認識した現実空間への投影、空間拡張（加算補完） 

現在注目の分野においても実現不可能な未来を、新たな分野としてＣＥ技術なら実現することができます。 

宣誓認証済みＣｏｍｅｔＥａｒｔｈ技術説明と事業概要 
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現在話題になっている既存の拡張現実と呼ばれる技術は、バーチャルリアリティ(ＶＲ)の変種と分類されており正しくは仮想

現実を拡張する技術といえます。ＣＥの技術を活用することにより、現実を拡張し不足を補い利便性を得るという本当の意味

での拡張現実を実現することが可能です。更にＣＥの最大の特徴である判定速度の超高速化とビッグデータなどからの最適化

データの活用により、場所を選ばないリアルタイムでの使用を実現 することができます。 

６．ＣＥの活用方法と展望（実現可能性イメージ）について ※既存の拡張（仮想）現実との目的、方向性の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 現在、以下のように脚光を浴びている技術分野ですが、

 用途と場所が限られ制作費用も多大なのが現実です。 

既存の分野と方向性 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%90%E3%83%BC%E3%83%81%E3%83%A3%E3%83%AB%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3

